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資料４
2018/04/26
バイオ戦略検討WG

日時場所；2018年4月19～20日＠ベルリン
主催 ；ドイツバイオエコノミー評議会
会議構成；本会議（4回）,ワークショップ※（14回）

※；地域、産業、政策、イノベーション＆環境の４分野で開催

グローバルバイオエコノミーサミットの概要

日本バイオ産業人会議（JABEX）/(一財)バイオインダストリー協会（JBA）

courtesy of  German Bioeconomy Council



日本人参加者 （約２０名 ⇔ 第１回GBSはJABEX/JBA藤島など2～3名）

本会議； 経産省江崎統括調整官、日本バイオプラスチック協会石塚会長（登録時）が登壇
ワークショップ； ２セッションで経産省上村課長、JABEX/JBA藤島部長が共同司会を担当

三菱ケミカル（株）、（株）カネカ、（国研）国際農林水産業研究センター発表
他の参加者； 農水省、JETRO、NEDO、東大/フィンランドVTT、秋田県立大、三菱ケミカル（株）、

（株）カネカ、横河電機（株）、（株）日立製作所、三井物産（株）、ベンチャー、JABEX他

ドイツ連邦教育研究大臣
Anja Karliczek氏
「『Biologiｓationのアジェンダ（別名
From Biology to Innovation）』で
『国家研究戦略バイオエコノミー2030』
に社会とともに誠実に取り組む。」

主な参加者（世界各国より800名以上が参加）

ドイツ連邦食糧農業大臣
Julia Klöckner氏
「我々はバイオベース経済への
移行を習得したい。」

FAO次長 Maria 
Helena Semedo氏
「FAOと国際WGが持続可能
なバイオエコノミーのガイド
ラインを策定中。」courtesy of  German 

Bioeconomy Council

courtesy of  German 
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モーリシャス元大統領
Ameenah Gurib-Fakim
「アフリカの品種は世界平均
の2倍の速度で消えている。」
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米国ジョージア大学
John Schramski
「45億年かけて貯めたエネ
ルギーの電池を急速に消
費している。ライフスタイル
を変えなければならない。」

ドイツバイオエコノミー評議会
共同議長 Joachim von Braun氏
「持続可能なバイオエコノミーの創造
はこれまで以上に緊急の課題である。
サミットへの反響は大きく、グローバ
ルな政策交換が必要である。」
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本会議（戦略的な議論）の例
国際協力に向けた議論（20日午後）

courtesy of  German Bioeconomy Council courtesy of  German Bioeconomy Council

パラレルワークショップの例
産業におけるバイオエコノミー（19日午前）

ワークショップの中で最多の参加者。日本のバイ
オプラスチックが紹介され、日本の技術が世界の
バイオエコノミーに貢献できる可能性を印象づけた。

アジアにおけるバイオエコノミー（20日午後）

発表者※に中国も加わり、アジアにおけるバイオ
エコノミーサミットの必要性などが議論された。
※；日本、オーストラリア、マレーシア、タイ、イラン

3アジアにおけるバイオエコノミーワークショップの様子（JABEX撮影）

自然保護とバイオエコノミー（19日午前）



・GBSの国際諮問委員会（IAC）が作成

・GBS2015コミュニケから追加された項目

a) 気候変動、健康への影響との関連、
b) デジタル化と融合技術、
c) コミュニケーションと信頼、
d) 教育と訓練、
e) 生物多様性、
f) 海洋のバイオエコノミー、
g) 革新的な資金調達方法、
h) 都市におけるバイオエコノミー

・バイオエコノミー戦略はＳＤＧｓに貢献するが
いまだ国際フォーラムで認知されていない。

・バイオエコノミー政策は長期的な視点が必要。

・（持続可能性などの）R&D・カバナンス・能力
開発等において国際協調の強化を勧告。

・バイオエコノミーに関する政策や経験を交換
できる国際的な仕組みの構築が必要。

最終日にGBS2018はコミュニケを発表 （180420）
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提言のエグゼクティブサマリー（仮訳）

GBS2018の国際諮問委員会（IAC）は、持続可能なバイオエコノミーを達成し誰も置き去りにしないため
には、 GBS2015の提言を再び強調し国際的な政策協調と対話の高まりが必要であると認識している。
GBS2018は、バイオエコノミーの研究と政策課題に地球規模で関連する14のテーマ群を定義している。
主要テーマのいくつかはGBS2015から継続して議論しているが、以下は新たに取り上げられたテーマで
ある。 a) 気候変動、健康への影響とバイオエコノミーとの関連、 b）バイオエコノミーにおけるデジタル化
と融合技術、c）変容する科学と技術へのコミュニケーションと信頼、d)バイオエコノミーにおけるあらゆる
レベルの学際的な教育と訓練、e）バイオエコノミーのための資源と基礎としての生物多様性、f）海洋の
バイオエコノミー、g）クリエイティブな資金調達方法、h）都市におけるバイオエコノミーまたはバイオ都市
1

GBS2015は、SDGsの推進のための戦略として、バイオエコノミーの重要な役割を確認した。実質的に、
GBS2015以降に採択されたバイオエコノミー戦略のすべてが国連アジェンダ2030に取組み、SDGsの多
数の目標に貢献することを目指す2。しかしイノベーション、気候、生物多様性、持続可能な開発政策に
関する国際フォーラムにおいてバイオエコノミーはまだ適切に含まれていない。バイオエコノミーは、知
識ベースの成長と雇用、資源の再生可能性、生態系の復元力、循環性、効率性と価値観といったSDGｓ
に関連する価値観を踏襲する。バイオベースの経済は、画期的で特徴のあるベネフィットをもたらし、持
続可能な消費に資する。

世界各国のバイオエコノミーは多様であるため、一般的にグローバルな視点でバイオエコノミーを定義
している。この定義は部分的にビジョンであり部分的に現実的で、“バイオエコノミーとは、関連する知
識・科学・技術・イノベーションを含む生物資源の生産・利用・保全であり、持続可能な経済 を目指す全
ての経済分野に情報・製品・プロセス・サービスを提供する。”としている。バイオエコノミーはダイナミッ
クで複雑な社会変革のプロセスであり、長期的な政策の視点を必要とする。各国によるバイオエコノミー
の定義は、自国の状況に応じて定義することを推奨する。

参考1; Global Bioeconomy Summit Communiqué (180420)
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大規模な社会的課題を視野に入れ、多国間の対話と協力体制の強化を緊急に求める。
•バイオエコノミーのR&D、特に持続可能性と地球規模の変革に関する研究、
•ガバナンス、
•キャパシティービルディング

合理性に鑑み、バイオエコノミーにおける国際的な政策協力は、制度化も含め、組織化される必要があ
る。先導的なバイオエコノミーの専門家で構成される非公式プラットフォームとしてのIACは、GBS2018
の後も強化され継続されるべきである。バイオエコノミーに関して国際的に情報交換と調整をするため
の国際的な仕組みの設計と確立のための選択肢を検討することを推奨する。 そのためには、GBSの
ステークホルダーや関心を持つ国連組織が関与しなければならない。
本政策提言に合った“仕組み”をつくるためには以下の点を考慮する必要がある：
・GBS2018で特定された主要テーマについて国際的なバイオエコノミーのコミュニティ間の政策と実践の
体系化された交流の組織化
•バイオエコノミーの政策とガバナンスのための最先端の知識ベースの提供。具体的には、すべてのス
テークホルダーが信頼できると考えるエビデンスベースの情報と評価。
•イノベーション、持続可能な開発、生物多様性、特にパリ協定に関連した包括的な視点を提供し、バイ
オエコノミーにおける個々のSDG間の相互依存性を検討する、国際政策フォーラムにおける有能で重
要なバイオエコノミーに関する意見。
•バイオエコノミーに関する研究開発・能力開発・共通目標に向けたガバナンスにおける多国間協力プロ
グラムの円滑化。

1 GBS2015のデルファイ研究で、バイオ都市又はbioprincipled citiesが将来のバイオエコノミーの旗艦プロジェクトとし
て特定されている。
http://biooekonomierat.de/fileadmin/Publikationen/berichte/Delphi-Study.pdf
2 ドイツバイオエコノミー評議会（2018）。 バイオエコノミー政策第3部：世界の国家戦略の最新報告
http://gbs2018.com/resources/
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参考2； OECDがGBS2018初日に発表したレポート （180419）
Meeting Policy Challenges for a Sustainable Bioeconomy
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・バイオエコノミーにおいて、バイオテクノロ
ジーは広範な産業のプラットフォーム技術
だが現状は高コストで商業的成功は難しい。

・各国のバイオエコノミー戦略は意思とコミット
メントは提示するが詳細が不十分な傾向。
税制、イノベーション、産業、農業、廃棄物、貿易などの
広範な施策が伴っていない。

・イノベーションの源泉を政府が見過ごす傾向。
供給面の措置だけではビジョンを達成できず需要面の
措置（公共調達、規制、基準、消費者政策等）が必要

・民間部門が投資をするためには、長期的
で安定したバイオエコノミー政策が必要。
炭素価格や炭素税はインセンティブになりうる。
官民パートナーシップは有効。
化石燃料の補助金を撤廃すればよいわけではない。

・バイオマスの持続可能性は複雑であり、
国際的な支援がなければ解決しない。

http://www.oecd.org/publications/policy-challenges-facing-a-sustainable-bioeconomy-9789264292345-en.htm

エグゼクティブサマリーにおける重要メッセージから抜粋
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